
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふりがな  年齢 

種別 

右の番号 ①高齢者福祉関係 ②障がい児・者福祉関係 

③保育・児童福祉関係 ④生活保護施設 

⑤その他（                       ） 
氏名 

 

歳 

事業所名 
 

事業所 

連絡先 

（住所）〒 （TEL） 

 

（FAX） 

職種 

右の番号 
①相談職・支援職 ②介護支援専門員 ③介護職 

④保育士 ⑤保健師・看護師 ⑥事務職・管理職 

⑦その他（                       ） 

福祉業務 

経験年数 

（R7.6.1時点） 

         年     ヵ月 

備考 

※車いす使用の方、手話通訳、拡大文字資料等が必要な方はその旨をご記入ください。 

 

令和７年度 障がい福祉関係研修 基礎研修① 

大阪市社会福祉研修・情報センター 研修のご案内 (運営主体：大阪市社会福祉協議会)  

他人とうまくつきあえない、注意集中力に欠ける、こだわりが強い…「発達障がい」の特性は様々ですが、適切な 

支援につながらず、小さな頃から困難な環境の中で苦労し成長するなど、生きづらさを抱えた人が多くいます。 

この研修で、子どもの発達障がい、主に自閉スペクトラム症（ASD）を中心に、特性を理解し、その特性に応じた 

対応について具体的に学ぶことで、一人ひとりの適切な支援につなげるスキルを身につけましょう。 

６月２６日（木）午後１時３０分～４時３０分 

【会  場】大阪市社会福祉研修・情報センター ５階 大会議室 

【対 象 者】大阪市内の福祉関係施設・事業所に勤務する職員 

【定   員】３６人（申込多数の場合は抽選） 

【受 講 料】１，５００円 

【申込方法】ＦＡＸまたはホームページからお申込みください 

【申込締切】５月１５日（木）午後５時まで（必着） 

【受講決定】５月下旬に事業所あてに郵送します 

※通知が届かない場合は、６月１６日（月）までにお問い合わせください 

【問合せ先】大阪市社会福祉研修・情報センター 企画研修担当 

〒557-0024 大阪市西成区出城２－５－２０ 

TEL：（06）4392-8201 FAX：（06）4392-8272 

HP：https://wel-osaka.com 

～令和６年度受講者アンケートより～ 

★仕事で接している子どもに発達障がいの子も多いので、

どう理解して、どう対応したら良いか知ることが 

できました。 

★石川先生の経験・体験をふまえたお話でとても面白く 

3 時間あっという間でした。 

★非常に丁寧に発達障がいの特性を説明してくださり、 

現場での今後の支援を考えるうえでも役立ちました。 

＜講師＞アスペ・エルデの会 統括臨床ディレクター・小児科医 石川道子 

「発達障がい児の理解と対応」研修 受講申込書 【FAX】０６－４３９２－８２７２ 

※提供していただきました個人情報につきましては、名簿の作成、資料の送付等研修事業の運営のためにのみ使用し、他の目的で使用したり、第三者へ提供することはありません。 

発達障がい児の理解と対応 


